
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気温や体調の変化に留意し、健康に過ごせるようにする。 

・保育者や友だちと一緒に全身を使う遊びを楽しむ。 

・友だちに関心を持ち、関わりを持とうとする。 

・戸外での遊びを通して、秋の自然に触れる。 

 

 

 

 

きらきらだより 
令和３年度 

９月号 

げんきな森中央保育園 

たんぽぽ組 

今月のねらい 

 今年の夏は雨の日が多かったですね。雨が上がり、太陽の光がサンサンと降り注いでいる中、子ども

たちは園庭でどろんこ遊びをしたり、氷を使って水遊びをしたりと思いきり遊んでいます。 

 「さんぽしよ～？」「みてみて～」とクラスの友だちとやり取りをしたり、一緒におままごとしたりと

友だちと遊ぶことが少しずつ増えてきています。その姿を温かく見守りながらみんなで踊ったり、ボー

ル入れやかけっこをしたりと元気いっぱい遊べるようにしていきたいと思います。 

今月の歌・絵本 

絵本・どんぐりころちゃん 

  ・おつきさまこんばんは 

  ・だれかなだれかな 

歌・とんぼのめがね 

 ・どんぐりころころ 

・ぽんぽこたぬき 

 ・むしのこえ 

先月の絵本 
「あっちからこっちから」 

 この絵本には「なんだろう？」と同
じフレーズが何度も出てきます。首
をかしげながら「なんだろう？」と保
育者が読むと真似して首をかしげ、
さらにほっぺに人差し指をつけて真
似するようになりました。そして次
のページで車がでてくると嬉しそう
に車を見つめる子どもたちです。 

 先月から絵本や給食でとうもろこしに触れる機会が多く、と
うもろこしを見ると「あっ。」と指さす姿がありました。そこで、
皮のついているとうもろこしを持ってくるとはじめは何か分か
らなかったのか不思議そうな顔をしていましたが、「ぺりぺりぺ
り」と指を使って皮むき体験。すると馴染みのあるとうもろこ
しが見え、「でてきた。」と喜んでいました。給食でとうもろこし
が出てくると「あった」とスプーンですくって嬉しそうに食べ
ていましたよ。後日、とうもろこしの形に切った画用紙にスタ
ンプを押し、自分たちのとうもろこしを見上げては「とうもろ
こしくん～」と嬉しそうに指をさして楽しんでいました。 

とうもろこしくんだ！ 

粘土こねこね 

とうもろこしくん 
できるかな 

ジャバジャバ泥遊び♪ 

かき氷食べたり、氷を触って遊んだね 

 


